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研究成果の概要（和文）：わが国の地域指定制の自然保護地域では，自然だけでなく，地域内の人の居住，生
業，伝統，慣習など文化の保護を含む管理計画が必要であるが，価値ある文化に関する情報の共有，文化資源保
護のための協働の方法論と協働体制の構築が必要である。そこで本研究では，まず，協働や合意形成の際に利用
できる，自然保護地域内の生業，伝統や慣習を含めた価値ある文化インベントリーとその分布図を作成した。ま
た，ワークショップや勉強会の開催を通して，地域の利害関係者とともに文化インベントリーの再評価を行い，
価値認識の構造を把握した。さらに，自然保護制度との融合を企図しつつ，自然保護地域における文化資源の保
護方策を提案した。

研究成果の概要（英文）：In order to establish a management plan of protected natural area which has 
the zoning scheme in Japan, it is necessary to program the conservation of cultural resources such 
as residence and livelihood of local people, and tradition and custom into the plan. It is also 
needed to create methodology and regime for the conservation of the resources. From the viewpoint of
 this, this study created an inventory and a map which showed valuable cultural resources in 
protected areas, and reevaluated the inventory through workshops and study sessions which local 
people participated as well. In addition to those, the study proposed a measures for the 
conservation of cultural resources in protected natural areas.

研究分野： 造園学，観光学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自然保護を主目的とする地域指定制保護地域の制度の中で文化資源の保護を図ることを意図した点に特徴があ
り，従来，分断されていた自然保護行政と文化財保護行政を統合し，自然保護地域の中で人が協働し合意形成を
図る過程を通して方法論や制度論について探求する実践的な研究と考えられる。里山，里海など，わが国の自然
に対する人の関わりを自然保護地域の中でまもり，伝え，地域の資源として位置づけようとしている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 公園には営造物と地域制があり，それぞれに利点があるが，わが国がとる地域指定制の自然
保護地域では自然資源だけでなく，地域内に人が居住することから，生業，伝統，慣習など文
化資源の保護を含む管理計画が必要である。とくに，近代的保護地域制度との融合，保護地域
管理者と伝統的聖地管理者の協働は課題であり，価値ある文化資源の存在については地域で十
分に共有されていない。事実，地域の利害関係者が参画して策定する国立公園の管理計画書に
明記される文化資源は少なく，わが国の地域指定制保護地域が抱える課題の一つである。そこ
で，地域制公園の自然保護制度を活かし，価値ある文化に関する情報の共有，文化資源保護の
ための協働の方法論と協働体制の構築を企図した。 
 
２．研究の目的 
 
 わが国の国立公園等の自然保護地域を研究対象地として取り上げて，地域に残された価値あ
る文化資源の保護とその情報の共有，再評価，協働を通した保護方策の立案に寄与することを
企図した。具体的には，①生業，伝統や慣習を含めた価値ある文化インベントリー（目録）と
分布図を作成すること，②地域の利害関係者とともに文化インベントリーの再評価を行い，価
値認識の構造を把握すること，③自然保護地域における文化資源の保護方策を提案すること，
の３点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
 研究対象地として白神山地（世界自然遺産，自然環境保全地域），岩手山（十和田・八幡平国
立公園），三陸沿岸部（三陸復興国立公園），富士山（世界文化遺産，富士箱根伊豆国立公園）
を取り上げた。調査方法は，文献調査，フィールド調査，ワークショップと勉強会，アンケー
ト調査等である。まず，文献調査では，生業，伝統や慣習を含めた価値ある文化インベントリ
ー（目録）と分布図を作成することを意図して文献を収集し，地域情報を整理した。次に，フ
ィールド調査を通して，自然保護地域内の有形・無形の文化資源情報の収集とマップ化を行っ
た。さらに，文化に関する価値認識とその構造，自然保護や防災等との価値観の対立構造，ワ
ークショップの議論による意識の変容を把握，整理することを意図して，自然保護地域内の利
害関係者が参加するワークショップと勉強会を開催し，文化資源の再評価を行った。最後に，
アンケート調査では，自然保護地域を訪れる来訪者の意識調査を実施し，文化資源の享受，利
用の実態把握，評価を把握した。 
 
４．研究成果 
 
（１）白神山地 
 文献調査を通し，白神山地では，自然保護運動が青秋林道開発計画を中止に追い込み，それ
を契機に世界遺産登録された歴史，マタギの持続可能な地域資源利用など，原生自然だけでな
く価値ある地域固有の文化を確認できた。そこで，情報提供施設としてのビジターセンター（以
後ＶＣ）に着目し，白神山地ＶＣの利用の実態を明らかにし，来訪者の関心，理解の把握を通
して，ＶＣが持つ地域情報の発信の役割について考察することを目的とする調査を実施した。 
調査方法は，行動観察調査とアンケート調査の２つの調査を実施し，補足的にヒアリング調

査を実施した。まず，行動観察調査は，暗門の滝の冬期通行止めが解除され，多数の来館者が
予想された 2017 年の夏季に，白神山地ＶＣにおいて行動観察調査を実施した。具体的には，Ｖ
Ｃ利用者が関心を持つ展示の把握を企図し，展示ホール内をエリア区分した上で，10 分ごとに
各エリアを巡回し，調査員が各エリアに入った瞬間の利用者の行動と注視方向の展示を記録し
た。次に，アンケート調査は，世界遺産地域内のアクアグリーンビレッジ ANMON（以後 ANMON）
との比較を通して，遺産地域入口にあるＶＣの役割，情報提供戦略の導出を企図し，ＶＣと
ANMON の利用者を対象とする調査を実施した。ＶＣにおける調査は，夏休み期間と紅葉期を含
み，利用者が多いと予想された同年７，８月に白神山地ＶＣで面接式調査を行った。展示ホー
ル見学直後の 18歳以上の日本人利用者を無作為に抽出し，協力依頼に対して同意を得た者に回
答を求めた。ANMON における調査は，利用者数の少なさ，回答に適した屋内空間の不足を考慮
して，ANMON 施設職員の協力を得て，18歳以上の日本人利用者に調査票を配布する方法を採用
し，７～11月の期間に郵送回収式調査を行った。そのほか， 同年６月に白神山地ＶＣ，ANMON，
西目屋自然保護官事務所，青森県自然保護課においてＶＣの利用の現状と課題を把握するヒア
リング調査を実施し，最終的には 2018 年３月に白神山地ＶＣにおいて調査結果に関する報告会
と意見交換会を開催した。 
 その結果，マタギ等の文化に関する情報は地域情報としてニーズがあることが明らかとなっ
た。また，ＶＣと比較して ANMON では巡回，窓口，休憩避難，指導教化の機能が求められてお
り，文化情報を含めた地域情報の発信とＶＣ機能の強化にむけては，ＶＣサテライトの設置等
が有効と考えられた。さらに，ＶＣ職員を対象とするヒアリング調査，ワークショップから，
白神山地ＶＣは最重要の運営目標として来館者数の増加を掲げ，世界自然遺産の普遍的価値を



伝えるための月約２回の自主事業においても収益より来館者数の増加を優先していた。しかし，
予算規模は 2006 年度の１億２千万円から 2017 年度には７千万円まで縮小し，職員の不足等か
ら，来館者に対するインタープリテーションが積極的には行えていないなどの課題がみられた
（佐々木啓・山本，2017ab；2018）。 
 
（２）岩手山 
 標高 2,038 メートルの薬師岳を頂上とする岩手県の最高峰，岩手山は日本百名山の一つに数
えられており，多くの登山者があると同時に活火山でもある（岩渕，2013）。文献調査から，頂
上に到達できる主要登山ルートの数については定まった見解がないものの複数あった。また，
定期的に公表される登山者数データはなく，2005 年の報告（国土交通省，1998）では柳沢ルー
トで最も登山者数が多く，次いで，焼走りルートで多かった。なお，2001-2004 年度の年平均
登山者数は柳沢ルートで 13,683 人，焼走りルートで 6,079 人だった。岩手山に関する研究成果
の多くは火山防災に関するもの（代表的なものとして，国土交通省，1998（前掲））であり，登
山や国立公園利用，山岳遭難事故に関する知見は見あたらなかった。そのほか，本研究におけ
る主要テーマではないが，過去の山岳遭難事故を把握整理した結果，1967 年 11 月に大学のワ
ンゲル部が遭難し，３人が死亡する事故（毎日新聞，1967）があり，近年では，2005 年４月に
冬山経験を持つ登山歴 40年のベテランハイカーが，同行者と別行動をとり遭難死する事故（朝
日新聞，2005）が起きていた。岩手山に関しては，山岳遭難事故を防ぐための知見を蓄積でき
た（久保・山本，2016；2017）ものの，文化資源についてはインベントリーの整理（未公表）
作業に留まり，地域住民を対象とするワークショップの開催，資源の再評価の作業には至らな
かった。 
 
（３）三陸沿岸部 
 2011 年の東日本大震災により被災した沿岸部では，自然の恵みと脅威と向き合ってきた人の
歴史，経緯をどのように地域に残し，継承できるか，そのような観点から調査を実施した。 
まず，東日本大震災から６年が経過し，復興過程にある被災地石巻市を取り上げ，来訪者の

意識，行動の把握から，①ダークツーリズムの実態，特徴を明らかにすること，②ダークツー
リズムの課題と可能性を論じ考察すること，の２点を目的とする調査を 2017 年夏季に実施した。
その結果，石巻市はダークツーリズムの対象地として機能し，震災は後世に伝承し，世界で共
有する価値があると捉えられていた。また，被災地における臨場感は来訪者の災害に対する意
識変化を促し，震災遺構や語り部ガイドは災害伝承方法として効果的と考えられていた。しか
し，語り部ガイドの認知度は低く，復興を含む被災地の変化を想定した災害伝承方法論の検討
が求められていた（佐々木薫子・山本，2016；2017ab；佐々木薫子・山本・山本，2018）。 
また，災害の伝承という観点から津波防災教育に関する活動事例を情報収集し，①共通性と

差異性など，日本における津波防災教育の特徴を把握，整理すること，②地域の場所の活用，
地域住民の関与，参画による観光との組み合わせ可能性を検討することを目的とする調査を
2016 年秋季に実施した。その結果，津波防災教育は，主に学校教育において児童，生徒を対象
に展開され，学年の進行とともに防災教育を展開する機会が減少していく傾向にあった。また，
津波防災教育を多くの観光客や地域外の住民を対象として実施すると想定した場合，活動場所
として学校外の場所の活用が考えられ，自然の「脅威」だけでなく「恵み」を伝えることが重
要と考えられた（佐藤・山本，2016）。 
さらに，三陸沿岸部の半島において小さな集落が持つ危機対応力の実証と，災害からの復興

支援を意図する調査を実施した。たとえば，釜石市の尾崎半島は歴史的に信仰の地としてだけ
なく，自然歩道の活用等により観光地としても機能してきた。しかし，半島集落の人口減少，
少子高齢化，2011 年の東日本大震災からの復興が課題となっており，地域の活性化が求められ
ている。そこで本研究では，佐須集落で地域の観光資源の発掘を行うこと，発掘した資源の整
理から，ガイドツアープログラムの内容の検討を行うこと，の２点を目的として，集落住民へ
の聞き取り調査，トレッキングコースの検討を意図した現地調査を 2016 年に実施した。結果か
ら，半島の地域資源マップを作成し，住民の思い出を継承し，集落間の関係性を含めた昔の生
活を巡るツアープログラムの企画が可能と考えられた（地本・山本，2016）。しかし，尾崎半島
では 2011 年の東日本大震災に加え，2017 年の森林火災により森林資源が被災したため，研究
期間中の調査活動の目標を修正し，津波災害と森林火災の両者からの復興を目指した。そこで，
焼失したトレイル階段の木枠を石積みで再整備するワークショップを通じ，人工や時間など必
要な活動規模について導出した上で，石積み活動の継続性，技術に関わる課題について論考し，
観光プログラムとしての展開可能性を示した（齋藤・山本，2017）。加えて，千畳敷をはじめと
する自然資源，人間の営みの歴史・文化資源を有する釜石市箱崎半島においても調査活動を展
開した。半島では，震災によって人口減少が加速し，半島の伝統，文化の継承，地域活性化は
大きな課題である。そこで調査では，みちのく潮風トレイルの活用を企図し，被験者によって
撮影された写真の分析を通して，箱崎半島の観光資源性評価を行い，ガイドプログラムの構築
にむけて提言を行うことを目的とした。結果から，半島の自然，文化資源は様々な角度，距離
で撮影されており，ガイドによる解説の提供，撮影の視点場，対象場の保護と活用を提案でき
た。また，撮影行動の生起場所と危険箇所には空間的な重なりがあり，ガイド同伴の必要性を
指摘した（佐々木薫子・山本，2017c）。そのほか，東北の観光復興にむけて，ガイドまち歩き



において生活や生業が観光資源になりうること（地本・山本，2016；地本・山本・木下，2018），
デジタルデトックスの場として三陸沿岸部など自然豊かな場所に活用可能性があること（久
保・山本，2016abc），などを明らかにした。 
地域の利害関係者とともに文化資源の再評価を行う作業としては，2016 年 10 月に岩手県大

槌町において国立公園フォーラムを実施した。その結果，地域住民やサーファーが主体となり，
民間資金を導入しつつ津波によって消失した白砂青松の海岸の再生の経緯を確認でき，海との
繋がりそのものが地域の資源として再評価されていた（未発表）。 
 
（４）富士山 
 地域の文化資源の一つとして風景を取り上げて，その風景における三保松原と富士山との関
係の変遷について絵画分析を通して明らかにすること，現代における三保松原来訪者が富士山
に向けた風景に対する認識を調査し，風景地としての今後の利用と保全管理の方向性について
考察することを目的とする調査を実施した。その結果，室町時代以降の絵画分析を通して，三
保松原と富士山の関係は大きく４つの時期に区分することができ，それぞれを名付けるとすれ
ば「信仰」時代，「構図」時代，「営み」時代，「主題」時代，とも言うべき変遷を経てきたと考
察された。また，信仰や生活に関わる意味を象徴する風景認識と，あるがままの真景である視
覚的な風景認識とが，各時代の社会状況に応じて比重を変えながら捉えられてきたことが示さ
れた。さらに，富士山は信仰の対象から鑑賞の対象へ，松原は富士登拝の過程における俗界か
らの出入口から富士山との取り合わせを生み出す重要な風景要素へと位置づけが変化してきて
おり，両者の関係については，信仰面でのつながりが表されていた時代から，次第に信仰面で
の関係性は希薄化し，構図としての関係，そして日本を象徴する画題としての二大要素として
の関係へと変化してきたことが示唆された。一方，アンケート調査の結果から，世界文化遺産
としての価値，とくに信仰と富士山との関係性の理解が現代の来訪者の間で不十分であること
が示唆された。三保松原が存在する三保半島は開発により多くの松林を失ったが，残された駿
河湾沿いの松林に関しても，現在松枯れ等による植生の後退が大きな問題となっており，海岸
侵食による砂浜の減少も指摘され，松原を保全・回復していくことも重要課題と考えられた（大
竹・山本・下村，2017）。そのほか，富士山では，登山者数の上限設定，富士山保全協力金の協
力率の低下，混雑緩和にむけた積極的な取り組み，急増する外国人に対する対応が求められて
おり（山本，2016；山本・ジョーンズ，2017；山本，2018；Jones et al.,2016），それらの課
題に関わる研究成果をとりまとめた。 
 地域の利害関係者とともに文化資源の再評価を行う作業としては，2017 年６月に山小屋の歴
史的概観をテーマとする勉強会を開催し，山小屋の外観の変遷を整理しつつ討論した。その結
果，山小屋の外観を継承する上で石垣などの重要な景観要素があること，登山形態，登山志向
の変化に対応した改修，リノベーションの際に外観に変化が生じてきたことを確認し，山小屋
景観を歴史的な観点から再評価できた。 
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